









          山本一清博士の葬儀・慰霊祭について 
          ―三大宗教による人生三度の葬儀― 









所どころで垣間見られ、そして逝去の直前の大転進として、神道系 ( 教派神道 ) の宗教団







               
     写真 1  60 歳代の山本博士       写真 2 生涯の 46 センチ望遠鏡 
 
2  山本博士逝去後の葬儀について 



























・ 逝去 昭和 34 年 1 月 17 日 大津市斎場火葬 
・ 同年 1 月 18 日 日本キリスト教団草津教会葬儀 
・ 同年 1 月 21 日 田上村等関係者仏式本葬( 真言宗東本願寺・大谷派 ) 院号戒名 『摂
取院釈一清』 
・ 同年 3 月 9 日 三教団神道形式慰霊祭 ( アナナイ中央天文台・台長として慰霊 ) 
 
４ キリスト教葬儀 








    
    写真 3 佐野牧師による説教        写真 4  キリスト教祭壇・草津教会 
 
    
    写真 5 葬儀参加者による慰霊顕花      写真 6 葬儀参加者各位 
 
５ 仏式葬儀 
   仏教形式の葬儀情報は、筆者は殆ど得ていない。当時の天界誌には、反射鏡研磨の達人
「木部成麿氏」が、真宗木部派の代表僧侶でもあり、戒名その他に対しての師への畏敬的   
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な行動をされた事が記憶されている。これは本来、仏教徒的な意志を山本師が持ち合わせ



























     確かに、アナナイ神道形式慰霊祭は、教団独自の立場であろう。それは認め、ご令室様 
   は慰霊祭出席は無かったと結論される。しかし、その模様の式典写真は教団から山本家に
送られ、真摯なる挨拶状も見つかっている。それらの前後写真を以下に掲げる。  
      
    写真 7 教団一行の花山天文台訪問・昭和 31 年 12 月   写真 8 山本師と開祖 








           
 写真 9 神官衣装着付け           写真 10 神官衣装着付け (沼津市内) 
          
写真 11 神官衣装   写真 12 祭事馬上     写真 13 祭祀女官   写真 14 獅子舞祭事 
 
写真 9 から写真 14 までは、二年後に他界をされる前の山本師とその関連写真である。こ



















      
   写真 13 山本一清博士神道慰霊祭 ( 教団本部)    写真 14 慰霊祭挨拶状 
 
























付録 アナナイ系各所天文施設について( 昭和 32 年当時以降・月光天文台調べ) 
      ・ 天文暦算局       静岡県清水市   11 センチ屈折( 国治天文台へ移設 )   
       ・ 中央天文台      静岡県沼津市   46 センチ反射(山本家返却) 16 センチ屈折 函南移転 
       ・ 西部天文台      福岡県筑後市    20 センチ反射  16 センチ屈折 九州天文台と改称 
・ 四国三縄天文台  徳島県池田町   20 センチ反射( 眉山天文台へ移設 ) 
・ 眉山天文台      徳島市眉山山頂  20 センチ反射  16 センチ屈折 
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・ 奥州天文台      福島県二本松市  16 センチ屈折 
・ 国治天文台      愛知県岡崎市  11 センチ屈折 16 センチ屈折に更新 
・ 濃尾天文台      岐阜県多治見市 20 センチ屈折  
・ 東北天文台      岩手県北上市  21 センチ反射 
・ 肥之国天文台    熊本県山鹿市  16 センチ屈折 
・ 信濃天文台      長野県岡谷市   22 センチ反射 ( 老朽現存 ) 
     中央天文台は函南町月光天文台に継承、西部天文台(九州天文台 ) 以外施設廃止 
 
   
 写真 15 アナナイ系天文施設     写真 16 沼津市アナナイ中央天文台 46 センチ望遠鏡 
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